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タンザニアの妊産婦さんの健診ボランティア

（左）今後はエチオピアやエジプト、ザ
ンビア、マラウイなど、アフリカの他地
域にも研究フィールドを広げ、助産ケ
アに尽力したいと語る新福教授。
（右）開発中のアプリでは、例えば妊娠
中に摂取すべき鉄分について、なぜ鉄
分が必要なのか（Why）、必要な鉄分
を摂取するにはどうすればよいか
（How）といった実践的な内容をわか
りやすいイラストとともに示している。

妊婦と家族への集団保健指導

助産師たちと開発したアプリを使用

〈NERPSロゴ〉

SDGs17の目標のうち、「目標4（質
の高い教育をみんなに）」、「目標16
（平和と公正をすべての人に）」に
優先的に取り組み、SDGs全目標に
貢献するという姿勢をイメージし
たデザインです。

室のベッドの周りやドアノブなどに
は、病原微生物が付着していること

があります。目に見えないので人の手や道具を
介して他の患者にうつる、いわゆる院内感染の
原因になります。
　ではどうやって病院の中をきれいにしている
かというと、手作業で拭いているのです。100年
以上進歩もなく、人手に頼って拭き掃除をして
いるなんて不思議な話です。
　紫外線は昔から微生物に有効であることが
知られていました。かつて病院の中で使用され
ていた時期もあったのですが、効果がはっきり
せず使われなくなりました。最近になって紫外

線技術が進歩したので試しに使ってみました。
　MRSA（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）とい
う院内感染の原因となる細菌に感染した患者
さんが退院した後の病室で、掃除前、従来通り
の手作業による掃除の後、紫外線照射を行った
後、の3つのポイントで病室内の培養検査を行
いました。その結果、掃除前にたくさんいた
MRSAは、拭き掃除によって半減し、さらに紫
外線照射でほとんど検出されなくなりました。
紫外線の有効性を証明できただけでなく、私た
ちが普段行っている拭き掃除は思いの外きれ
いになっていないことがわかったのです。
　細菌だけでなく、新型コロナウイルスについ
ても研究を行いました。すると紫外線を10秒間
照射しただけでウイルスは約9割が不活化し、
30秒後には検出されなくなりました。
　このような興味深い結果が得られたのは、広
島大学という特別な環境のおかげです。広島大
学には、病院という実際に患者さんがいて、病原
体が存在する現場があります。そして研究を行う
上で欠かせない、細菌学やウイルス学の専門家
と研究室が同じキャンパスの中に存在します。そ
してさまざまな企業と共同で研究を行うため、最
新技術の評価が行えます。
　手作業での拭き掃除のように、困っているけ
ど長年変わらないことが世の中にはたくさんあ

ります。解決の糸口は会話の中にあります。他
の研究者や企業の人との雑談はとても刺激的
で、いろいろなアイデアが頭に浮かびます。アイ
デアをすぐに検証できるのが大学の良いところ
です。実験が上手くいかないこともありますが、
広島大学には多くの専門家がいて、相談すると
道が開けます。
　発想を形にして、世の中で役立つものに育て
るのは、とても楽しい作業です。紫外線技術は病
院でスタートした研究ですが、今後公共の場や
家庭をはじめとして幅広い領域で役に立つ手法
と期待しています。身の回りのふとした疑問や
不便を一緒に解決してみませんか。広島大学は
夢を実現する実験場です。

右手と左手はよく似ているにもかかわらず、全く同じではありません。
この違いをキラルと呼びます。右手系だけで作った磁石は普通の磁石
と全く異なることが我々の研究で明らかになっています。このキラル
磁石の問題は、生物の分子の問題や高エネルギー物理学の問題等と
も共通性があることがわかりつつあります。これらの問題を基
礎科学の目から解明しています。

自立型研究拠点

広島大学FE※・SDGsネットワーク拠点
ネットワーク型研究拠点

広島大学FE・SDGsネットワーク拠点（NERPS）は、本学に限った組織ではなく、広く世界に開かれた
ネットワーク拠点であり、次の3つの特徴を持つ教育研究拠点になることを目指しています。
１ 国際通用性のある研究力に裏づけられた平和、地球環境、SDGsに関係する研究拠点
２ 人文社会科学の研究者も参加する問題解決型教育研究拠点
３ 個人、NGOs、企業、政府、国際機関など多様なアクターがグローバルに連携する教育研究拠点

右左の謎を解き明かす
〈キラル国際研究拠点〉

分が生まれた時のことを聞いたこと
がありますか？ 妊娠・出産はその度

に違うもので、女性一人ひとりに物語がありま
す。日本の場合、妊娠・出産で女性が命を落とす
ことは非常に稀です。しかしながら、アフリカ、
特に私の研究フィールドであるタンザニアで
は、日本の100倍以上の割合で、妊娠・出産によ
る死亡が起きています。それを防ぐには、妊婦
健診で母子の状態を適切にアセスメントして情
報提供し、出産時にケアに当たる助産師が十分
な知識を持っていること、また助産師が女性に
落ち着いてケアが提供できるような環境の整備
が必要です。また、女性に一方的に情報を伝え
るだけではなく、適切な時期に病院に来てもら
うにはどうしたら良いかを理解してもらい、具
体的な準備をしてもらうことも必要です。
　タンザニアで助産師教育と妊産婦教育の改
善、これら二つを進めるために、現地の大学院
で教育を行うことに加え、研究で女性たちの声
を聞き、科学的な手法を用いてまとめました。そ
の後、女性の声を反映する形で、環境に合わせ
た教育プログラムを開発し、妊娠・出産に関わ
る危険なサインや準備を伝えることを行いまし
た。結果、教育を受けた女性と家族は、緊急時に

行く医療施設を知っていたり、妊婦健診に行く
回数が増えたり、家族の付き添いを決めていた
こと、また女性や生まれた子どもに合併症が少
ないことがわかりました。教育効果が見受けら
れたので、これを国の中でどう広げたら良いか
と考えた時に、タンザニアでは昨今スマート
フォンの普及率がとても伸びていることから、
教育アプリの開発を考えました。アプリ開発の
ベンチャー企業と連携し、助産師教育アプリと
妊産婦さん向けの電子母子手帳を開発してい
ます。助産師は、この新しい教育アプリをとても
喜んで使ってくれています。
　世界保健機関（WHO）はフローレンス・ナイ

チンゲールの生誕200年の記念である2020年
を「Year of the Nurse and Midwife (看護師・
助産師の年)」として定め、2021年6月までさま
ざまなイベントを開催しています。その一環と
して、「100 Outstanding Women Nurse and 
Midwife Leaders (世界の卓越した女性の看
護師・助産師のリーダー100人)」に日本で唯一
選んでいただくという経験をしました。これまで
苦労し、楽しみながら続けてきたタンザニアで
の教育研究活動が評価されたことは、非常に光
栄な経験でした。今後もその名に恥じることな
く、世界中の妊産婦さんたちにケアを届ける教
育研究活動を続けていきたいと考えています。
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〈背景写真〉
新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）電子顕微鏡写真
広島大学大学院医系科学研究科ウイルス学 助教　東浦 章史 撮影

Network for Education and Research on Peace and Sustainability

※FE：future earth（フューチャーアース）の略。地球環境研究に関わる科学者の国際的なネットワークです。

活発な研究活動を展開する研究拠点を支援し、さらなる発展を促すことで世界的研究拠点の継続的な創出を目指します。

再生医療研究拠点
プレート収束域の物質科学研究拠点
広島大学医療経済研究拠点
エネルギー超高度利用研究拠点
広島大学健康長寿研究拠点
キラル国際研究拠点
極限宇宙研究拠点
基礎研究を畜産技術開発につなげるトランスレーショナル型研究拠点
―日本型（発）畜産・酪農技術開発センター―

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

創薬・バイオマーカー拠点
うつ病の革新的診断・治療法開発研究拠点
窒素循環エネルギーキャリア（Nキャリア）研究拠点
社会実装指向型 HiSENS拠点
クロマチン動態数理研究拠点
肝臓・消化器研究拠点
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医学部
広島大学病院感染症科 教授

感染症学、消化器外科学

大毛 宏喜
OHGE HIROKI

専門研究分野

世界トップレベルの　　研究拠点の創出へ

医学部
大学院医系科学研究科 教授

国際保健看護学、助産学

新福 洋子
SHIMPUKU YOKO

国によらず
質の高い助産ケアを受け、
新しい命を迎えられる世界へ。

紫外線に、細菌や新型コロナウイルスを
不活化する力があることを実証。
広島大学は発想を形にする、“夢の実験場”だ。

専門研究分野

MRSA（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）培地
への紫外線照射の有無によるコロニー形成
を比較。左が紫外線照射をした培地、右が紫
外線照射をしなかった培地。

清拭前、清拭後、紫外線照射後のMRSAコロニー数の変化を示
したグラフ。手作業での清掃には限界があることがわかる。

大毛教授らの研究チームは、人
体への影響が低いとされる、中
心波長222nmの紫外線に新型
コロナウイルスの不活化効果が
あることを世界で初めて確認し
たと2020年9月に発表。222nm
紫 外 線 を 照 射 す る 装 置
「Care222」（ウシオ電機株式会
社）を用いて、新型コロナウイル
スに30秒間照射すると99.7％
が不活化した。

コロニー数の変化
コ
ロ
ニ
ー
数(m

ean CFU
)

Kitagawa H. Am J Infect Control 2019(PMID:31627987)
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100年後にも世界で光り輝く大学へ ▼ ▼ ▼ 世界をリードする研究者


